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成分名 石油ベンジン 

英 名 Petroleum  Benzin 

CAS No. 8030-30-6 

収載公定書  日局 

A TOXNET DATABASEへの

リンク 

https://chem.nlm.nih.gov/chemidplus/rn/8030-30-6  

 

投与経路 用途 

経口投与 滑沢剤、溶剤、溶解剤 

一般外用剤 

その他の外用 

 

１．単回投与毒性 

該当文献なし 

２．反復投与毒性 

2‐1 ラット 

 50 匹のラットを 5群に分け, 200 ppm の n-ヘキサン, 500 ppm の n-ヘキサン, 200 ppm の n-ヘ

キサン含有石油ベンジン及び500 ppm の n-ヘキサン含有石油ベンジンの各蒸気に1日12時間, 

24 週間暴露させた。暴露前と 4 週間ごとに体重と 3種の運動機能検査を行い, 24 週間後には病

理組織学検査を実施した。末梢神経機能は 500 ppm の n-ヘキサンによって著しく害され, 200 

ppm のn-ヘキサン及び500 ppm のn-ヘキサン含有石油ベンジンでは軽度であった。尾神経のミ

エリン鞘及び軸索の変性は, すべての暴露群でみられた。1) (Ono et al., 1982)  

 

以下については該当文献なし 

３．遺伝毒性 

４．癌原性 

５．生殖発生毒性 

６．局所刺激性 

７．その他の毒性 

 

８．ヒトにおける知見 

8‐1 誤用 

① 顕著な運動神経病を示した子供8名と青年の症例。石油製品は南アフリカの店頭で自由に入

手可能である。ナタールには多くの子供たちが自由に買うことができ, 多幸症 (euphoria) を引き

起こす。子供たちがベンジンを吸い込むことで健康危害となっている。2) (Lalloo et al., 1981) 

② 石油ベンジン乱用により末梢神経症を呈した 2 人のカナダ青年の症例。神経伝導検査と神経
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生検にて確認。3) (Tenenbein et al., 1984) 

③ ベンジン摂取で自殺を犯した若い1女性の症例。部検並びに胃内容, 血液, 組織の化学分析

を報告。n-ヘキサン, ベンゼン, トルエン及び m-と p-キシレンの致死濃度が検出された。肺浮腫

と出血は化学物質による原発生効果, 二次的に呼吸減少, 溶剤による窒息又は心不全の起こる

原因。心臓の心筋繊維の断片化と波状変化は過収縮と不整脈の存在を示唆。4) (Harada et al., 

1999) 

④ ナフサ摂取後に生じた非 Q波心筋梗塞と急性腎不全の症例。5) (Roberge et al., 2001) 

8‐2 その他 

① 石油ベンジン蒸留物の蒸気による急性暴露した多数のヒトに生じた強度の毒性作用の症例。

即時に出現した症状は呼吸困難。暴露数分後に少数例でチアノーゼ, 全員が興奮した。最初の

症状に続いて震えと弱い吐き気があり持続性であった。一人には気管支収縮もみられた。6) 

(Wilson. 1976) 

② ベンジン, タングステン, バナジウム, チタニウム及びコバルト混合物などの空気汚染に慢性

的に曝された時の血液検査結果をコントロールグループの結果と比較した。軽微なヘモグロビン

量の減少, 赤血球平均重量及び赤血球平均ヘモグロビン濃度の減少があった。7) (Misiewicz. 

1983) 

③ ベンジン, タングステン, バナジウム, チタニウム及びコバルトに曝された労働者は, 対照人と

比較して血清中のアスパラギン及びアラニンのアミノトランスフェラーゼ, コリンエステラーゼ及び

セルロプラスミンの活性低下を示す。乳酸脱水素酵素の活性は有意な変化はない。8) (Misiewicz. 

1983) 

④ 有機溶媒, 主として抽出ナフサ, n-ヘキサン及びトルエンに曝されている 349人の女性の医学

的な検討を行った。このうち慢性的な興奮のない100人を選んで, 心理学的及び神経生理学的試

験を行い, また尿中フェノール及び馬尿酸量を測定した。9) (Langauer-Lewowicka et al., 1983) 

⑤ 靴工場で働きベンジンやトルエンに曝されたとき, 尿中への蛋白と酵素の分泌に現れる腎臓

機能への影響を女性 59 名について調べ, 24 名の女性対照群と比較した。唯一のパラメーターは, 

尿中排泄の beta-N-acetylglucosaminidase 活性であった。10) (Vyskocil et al., 1991)  
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